
 

令和５年度 浜松特別支援学校 中学部について 
 

１ 中学部の生徒・職員数 

学年 生徒数 職員数 級外 

１年 21人 ８人 学部主事 

副主事 

１年付 

２,３年付 

養護教諭 

２年 ９人 ４人 

３年 26人 ９人 

合計 56人 26人 

 

２ 学部教育目標 

 

  周りの人とよりよく関わり、自分の良さを伸ばし、身に付けた力を生かして進んで取

り組む人を育てる。 

 
 
       小学部           中学部           高等部                       

 

       身辺自立          身辺自立          身辺自立 

       生活自立          生活自立          生活自立 

       社会自立          社会自立          社会自立 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 力を引き上げる 
 今の力を生かす 

 ＜ボトムアップ＞  ＜トップダウン＞ 

 『いつでも どこでも 誰とでも 一人でも』 できる生徒を目指して 

    

＜「できる」とは＞ 

    ・ 自分でできることを増やす。できないところは上手に支援を受ける。 

    ・ できることはより上手に、いろいろなやり方でできる。 

    ・ 学校や家庭、地域社会と様々な場面で同じようにできる。 

    ・ 仲間と一緒に集団生活に適応できる。 

    ・ 周囲に目を向け、人のために活動ができる。 

 

発達段階に沿って 

一つ一つ積み上げていく 

将来の生活を考えて、そこに近づく

ための現在の課題を優先的に指導 

 



 

３ 主な学習内容 

(1) 生活単元学習 

・生徒が生活上の目標を達成したり、課題を解決したりする活動を通して、生活に必

要な事柄を実際的に学習し、身に付けた力を現在や将来の生活に生かすことができ

るようにします（各学年で学習）。 

     

(2) 作業学習 

・「働く生活の基礎作り」を目指し、働くことの楽しさや喜びを味わったり、働くこと

の基礎・基本となる力を育てたりします（１年から３年まで縦割りで学習）。 

 

 

 

 

 

 

木工班     編み班     染め班    紙バンド班    縫製班 

 

(3) 職業・家庭 

＜学年での活動＞ 

・生活や職業に対する体験的な学習活動を通して、よりよい生活に向けて、生活を工

夫し考えようとする実践的な態度を養います（清掃活動、進路学習など）。 

  ・各学年の進路学習のテーマ 

      １年：家庭生活について知る 仕事について知る 

      ２年：身近な働く人について知る 

      ３年：中学部卒業後の生活や自分の将来について考える 

  ＜委員会活動＞ 

・教室内の仕事だけでなく、学部や学校のために自分の役割に取り組む経験をするこ

とで、人の役に立つ喜びを感じられるようにします（１年から３年までの縦割りで

学習）。 

・委員会…「生徒会」「衛生」「図書」「環境」「体育」 

 

(4) 総合的な学習の時間 

・非常食体験、着衣水泳、避難所生活の準備など、防災に関する学習を通し、命を守

るための態度や知識を学びます。 

 

(5) 国語・数学 

・「聞く・話す」「読む」「書く」「数と計算」「図形」「データの活用」など、日常生活

に必要な基礎・基本となる事柄を学習し、それらを日常生活に生かせるようにしま

す。 

 

 ※(1)から(5)の他、音楽、美術、保健体育の教科学習を行っています。 

 

４ 通学について 

  ・スクールバス、路線バスを使っての自力通学、保護者の方による送迎など。 


